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学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書
唐橋児童館

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 1～3年 4～6年 中高生 大学生 大人
生活援助機能

基本的生活習慣の徹底 12 生活習慣が身に付くよう日頃から子ども達を指導した。

子どもの状況把握

12

子どもたちの出欠確認・健康状態などを職員で確認した。必要時には保
護者・小学校にも問合せし、子どもたちの状況の把握を行った。

安全・衛生及び健康管理

12

定期的に設備や遊具の安全点検、衛生管理点検を行った。また子
どもの様子に目を配り、安全・衛生及び健康管理に努めた。

整理整頓・挨拶などの指導

12

各自の持ちものやロッカーなど整理整頓を心掛けるよう指導し
た。また、日頃の言葉遣い、挨拶についても随時指導した。

手洗い・うがい・消毒の指導

12

習慣づけの為、感染症予防もかねて登館時、おやつ前、外遊び後
などに「手洗い・消毒」の声掛けを行った。

生活班（集団下館グループ）での活動
12 毎日、帰りの会で下館グループごとに当番活動を行った。

共有物の使い方・片付け方の指導

12

共有物や遊具・備品を大切に使うように随時、指導を行った。ま
た子どもたちが片付け・整理整頓がしやすいよう、写真や掲示で
片付け方を明示するなど工夫した。

外あそび(小学校グラウンド)についての指導

12

放課後の自由遊び時間には唐橋小学校のグランドを借りて外遊びを実施
した。使用時のマナーやルールについて子どもたちへの指導を行った。

土曜日・長期休暇中の朝学習の実施

12

土曜日及び長期休暇中は、朝学習の時間を設定し、各自で勉強・
読書を行った。

長期休暇中「おなか休め」の実施

2

長期休暇中の昼食後の休憩時間に各部屋に分かれて落ち着いて過
ごす時間を設定した。

おやつの提供

12

おやつを食べるスペース確保の為学年ごとに設定した。黙食を基
本としながらも楽しい時間になるよう内容の工夫を行った。

下館時の職員見守り

1

新入生を含めた新しいグループでの集団下館が始まる4月はしばら
く、職員が各グループに付き添い、見守りを行った。それ以降
も、必要時には付き添い・見守り指導を行った。

登館・下館についての指導

12

お帰りの会等で随時、交通ルール・登下館のルールについて子ど
もたちに指導を行った。必要時には保護者と連携し、安全指導の
強化を行った。

熱中症に対する管理と指導

4

夏季期間中は、熱中症を予防するため、子どもたちに休息を取る
ことと水分補給をこまめに行う事を指導したり、おやつ時に塩分
補給タブレットの提供を行った。

子ども育成機能

みんなであそぼう！チャレンジデイ

13 444 243 159 113 10 5 5 11 990

子どもたちの交流の輪を広げるため「みんな遊び」を設定した。「ケイ
ドロ」、「サイコロリレー」、「どんジャンケン」、「ドッジボール」
など。また1年生を対象とした「3億円ジャンケン」「進化ジャンケン」
などをして集団で遊ぶことの意識付けをした。

誕生日会

12 410 279 223 140 12 7 1071

毎月、その月生まれの子どもたちの誕生日会を開催。お帰りの会
で、お誕生日カードの贈呈、子どもインタビュー等を行う。また
おやつは、日頃より少し特別な内容のものを提供する。
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入会式
1 40 1 4 54 99

新入生の入会を祝う。新入生の紹介、写真撮影、メッセージつき
のおやつのプレゼントを行う。

防災まなびタイム

4 149 49 18 12 1 1 7 237

防災について学ぶ取り組み。第1回：新入生対象、館内避難経路な
どの確認。第2回：警察の方から安全防犯の話　第3回：水害につ
いて 　第4回：地震について

避難訓練

6 204 118 81 61 6 2 11 3 486

地震や火災などの状況を想定して避難訓練をした。

新入生歓迎会

2 80 59 40 33 2 4 218

クラス別開催。新入生を迎え入れ、皆が学童クラブの仲間である
事を意識し、交流の輪を広げるため、帰りの会の時間に新入生の
紹介を行う。

エコタイム

6 236 145 95 71 6 4 557

エコについて考えるきっかけとして、おやつ時にエコ紙芝居の観
賞やおやつゴミの分別等に取り組む。年6回（毎奇数月）

夏まつりに向けての取り組み

15 71 90 124 5 1 291

夏まつりのステージ発表の練習。子どもたちも保護者に見てもらえる場
を設定したことで意欲的に練習に参加している様子だった。

夏まつり オープニング

1 8 8 11 1 28

夏まつりのステージでけん玉やこまの技の発表。日頃の成果を見
てもらえて子どもも保護者も満足いく結果となった。

３年生企画

7 66 40 90 20 2 1 37 10 2 268

3年生主体でミニキッズマーケットや南大内児童館との交流の企
画、準備、進行を行った。

お弁当いらないデイ

2 81 44 39 31 3 3 201

長期休暇中（夏休み）に2回行った。みんなで同じお弁当を食べる
ことをとても喜んでいた。

手助けさん

3 105 70 41 27 3 1 3 11 261

保護者協力行事として保護者に保育に入って、一緒に遊んでも
らった。子どもたちの児童館での普段の様子を見てもらう良い機
会になった。

開建高校　餅つきイベントへの参加

1 13 13

開建高校で行われた餅つきイベントに参加。3年生が参加し、普段
できない餅つきを体験することが出来た。

おたのしみパーティー

1 34 16 16 9 1 76

今年度退会する子どもを送る送別会・進級祝いを全員参加の形で
行う。退会生メインのスライドを見て、当日参加している全員で
送別のお祝い・進級のお祝いを行った。

そんぽの家東寺さんとの交流

4 2 6 2 10

3年生対象に行う。そんぽの家東寺さんに事前申し込みで募った3
年生と職員で行かせてもらい、昼食の配膳の手伝いなどをする。
入居している高齢者の方が嬉しそうにしていたと好評だった。

子どもの居場所アンケート

1 8 12 20

3,4年生中心でアンケートを実施。

児童館行事への参加
12

児童館主催行事への参加。

クラブ活動への参加
12

児童館主催の登録制クラブ活動への参加。



子育て支援機能

保護者懇談会

4 22 9 2 1 194 228

保護者懇談会は、各クラス年4回の開催予定で行った。スライド上映で
は、学童クラブだより「からっこ」では伝えきれないことも直接、写真
を見て保護者に伝えられたので、好評であった。長期休暇前（夏）には
地域別集団下館ごとに話し合いを行い、子どもの登下館ルートなどにつ
いて確認、情報共有が出来たのでよかった。

小学校との連携

12

定期的に小学校とのおたより交換を行った。また保護者や子ども
への対応について随時連携を取りながら進めることができた。日
常においても、学校の遊具使用のルールや、下校時間などについ
ては、随時連絡をとり、気軽に相談できる関係性を持つことが出
来た。

「うぇぶさくら」の活用

12

「うぇぶさくら」を活用して連絡事項のやりとりをした。保護者
からの出欠などの連絡だけでなく、質問や意見にも応えた。また
各種機能を利用して配布物や提出物のやり取りにも活用できた。

学童クラブ「からっこ」の発行

12

「うぇぶさくら」を活用しておたよりの配布を行った。毎月の行事や取
り組みについての案内や、子どもたちの様子を伝えていくことができ
た。また、クラス別（つき組・ほし組・そら組）に発行したことでクラ
ス別の取り組みを意識づけることができたのでよかった。夏休み終了後
には、毎月の発行分とは別に、夏休み期間の子どもの様子についてを伝
えるために写真を多く使った「夏休み特別号」を発行した。

個人懇談

22 52 52

新入生を中心に、学童クラブ・家庭・学校での子どもの様子について個
人懇談を行った。学童クラブでの様子については、事前に職員間で幅広
く情報を集め、保護者に伝えた。直接、保護者と話し合う機会であり、
保護者と学童クラブの相互理解をさらに深めることができた。また懇談
後はその内容を職員全員で共有することで、子どもに対する理解を深
め、保育に活かすことができた。定期的に行っている個人懇談以外に
も、保護者との連携が必要な児童に対して、個別に時間を設定して懇談
を行った。

入会説明会

1 37 37

学童クラブに新規登録する保護者を対象に朝と夜の部の2回に分けて行っ
た。「入会のしおりについて」と「うぇぶさくら」の説明を行った。ま
た、スライド上映で学童クラブの様子を見てもらうことで、より分かり
やすく保護者に伝えることができた。

利用者アンケート

9 42 32 19 14 1 108

学童クラブ登録児童とその保護者から行事や取り組み、日常生活
についての意見や要望を知る機会となった。事業内容の見直しや
改善の参考とした。


